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◇
内
閣
官
房
組
織
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
政
令
第

一
〇
一
号
）（
内
閣
官
房
）

１

内
閣
審
議
官
の
定
数
を
四
五
人
と
し
、
う
ち
二
六
人

は
、
内
閣
総
理
大
臣
が
特
に
必
要
と
認
め
る
場
合
に
置

か
れ
る
も
の
と
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
六
条
第
三
項
関

係
）

２

内
閣
参
事
官
の
定
数
を
六
九
人
と
す
る
こ
と
と
し

た
。（
第
八
条
第
三
項
関
係
）

３

平
成
二
六
年
三
月
三
一
日
ま
で
置
か
れ
る
内
閣
審
議

官
一
人
の
存
置
期
限
を
平
成
二
九
年
三
月
三
一
日
ま
で

延
長
す
る
こ
と
と
し
た
。（
附
則
第
三
項
関
係
）

４

増
員
す
る
内
閣
参
事
官
二
人
の
存
置
期
限
を
平
成
二

八
年
三
月
三
一
日
ま
で
と
す
る
こ
と
と
し
た
。（
附
則
第

六
項
関
係
）

５

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
こ
と
と
し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
内
閣
府
本
府
組
織
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
政
令

第
一
〇
二
号
）（
内
閣
府
本
府
）

１

大
臣
官
房
に
置
か
れ
る
審
議
官
の
う
ち
一
人
の
設
置

期
間
を
平
成
二
八
年
三
月
三
一
日
ま
で
と
す
る
こ
と
と

し
た
。（
附
則
第
五
条
関
係
）

２

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
こ
と
と
し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
金
融
庁
組
織
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
政
令
第
一

〇
三
号
）（
金
融
庁
）

１

総
務
企
画
局
に
置
か
れ
る
審
議
官
の
定
数
を
改
め
る

こ
と
と
し
た
。（
第
六
条
関
係
）

２

総
務
企
画
局
に
置
か
れ
る
参
事
官
の
う
ち
一
人
を
廃

止
し
、
増
設
す
る
参
事
官
の
設
置
期
間
を
平
成
二
九
年

三
月
三
一
日
ま
で
と
し
た
。（
附
則
第
五
条
関
係
）

３

監
督
局
に
置
か
れ
る
銀
行
第
二
課
の
設
置
期
間
を
平

成
二
九
年
三
月
三
一
日
ま
で
に
改
め
る
こ
と
と
し
た
。

（
附
則
第
六
条
関
係
）

４

証
券
取
引
等
監
視
委
員
会
事
務
局
に
置
か
れ
る
次
長

の
う
ち
一
人
の
設
置
期
間
を
平
成
二
九
年
三
月
三
一
日

ま
で
に
改
め
る
こ
と
と
し
た
。（
附
則
第
八
条
関
係
）

５

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
こ
と
と
し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
消
費
者
庁
組
織
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
政
令
第

一
〇
四
号
）（
消
費
者
庁
）

１

審
議
官
の
人
数
を
変
更
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
二
条

第
一
項
関
係
）

２

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
こ
と
と
し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
総
務
省
組
織
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
政
令
第
一

〇
五
号
）（
総
務
省
）

１

消
防
庁
総
務
課
の
所
掌
事
務
の
一
部
を
予
防
課
の
所

掌
事
務
と
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
四
六
条
及
び
第
一

四
八
条
関
係
）

２

消
防
庁
消
防
・
救
急
課
の
所
掌
事
務
の
一
部
を
国
民

保
護
・
防
災
部
及
び
同
部
防
災
課
の
所
掌
事
務
と
す
る

こ
と
と
し
た
。（
第
一
四
四
条
、
第
一
四
七
条
及
び
第
一

四
九
条
関
係
）

３

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
こ
と
と
し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
外
務
省
組
織
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
政
令
第
一

〇
六
号
）（
外
務
省
）

１

大
臣
官
房
に
置
か
れ
る
審
議
官
の
定
数
を
一
三
人
か

ら
一
二
人
に
改
め
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
六
条
関
係
）

２

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
こ
と
と
し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
文
部
科
学
省
組
織
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
政
令

第
一
〇
七
号
）（
文
部
科
学
省
）

１

競
技
ス
ポ
ー
ツ
課
の
所
掌
事
務
に
つ
い
て
、
国
際
的

又
は
全
国
的
な
競
技
水
準
に
お
い
て
行
わ
れ
る
ス
ポ
ー

ツ
事
業
の
例
示
に
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
を
加

え
る
こ
と
と
し
た
。

２

研
究
開
発
局
参
事
官
の
設
置
期
間
に
つ
い
て
、
平
成

二
九
年
三
月
三
一
日
ま
で
と
す
る
こ
と
と
し
た
。

３

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
こ
と
と
し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
厚
生
労
働
省
組
織
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
政
令

第
一
〇
八
号
）（
厚
生
労
働
省
）

１

職
業
安
定
局
高
齢
・
障
害
者
雇
用
対
策
部
を
廃
止

し
、
職
業
安
定
局
雇
用
開
発
部
を
設
置
す
る
こ
と
と
し

た
。（
第
二
条
関
係
）

２

職
業
安
定
局
の
所
掌
事
務
を
変
更
す
る
こ
と
と
し

た
。（
第
八
条
、
第
七
三
条
〜
第
七
六
条
及
び
第
七
八

条
〜
第
八
四
条
関
係
）

３

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
こ
と
と
し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
農
林
水
産
省
組
織
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
政
令

第
一
〇
九
号
）（
農
林
水
産
省
）

１

大
臣
官
房
統
計
部
の
所
掌
事
務
を
変
更
す
る
こ
と
と

し
た
。（
第
三
条
関
係
）

２

大
臣
官
房
に
置
く
参
事
官
を
一
人
減
員
す
る
こ
と
と

し
た
。（
第
一
二
条
関
係
）

３

大
臣
官
房
統
計
部
管
理
課
の
所
掌
事
務
の
一
部
を
大

臣
官
房
評
価
改
善
課
の
所
掌
事
務
と
す
る
こ
と
と
し

た
。（
第
二
二
条
及
び
第
二
八
条
関
係
）

４

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
こ
と
と
し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
防
衛
省
組
織
令
及
び
防
衛
省
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す

る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
政
令
第
一

一
〇
号
）（
防
衛
省
）

一

防
衛
省
組
織
令
の
一
部
改
正
関
係

１

大
臣
官
房
に
置
く
審
議
官
及
び
参
事
官
の
定
数
を

改
め
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
〇
条
の
三
及
び
第
一
〇

条
の
四
関
係
）

２

技
術
研
究
本
部
土
浦
試
験
場
を
廃
止
す
る
こ
と
と

し
た
。（
第
一
八
〇
条
関
係
）

３

装
備
施
設
本
部
調
査
研
究
室
を
廃
止
す
る
と
と
も

に
、
調
達
企
画
課
の
所
掌
事
務
を
改
め
る
こ
と
と
し

た
。（
第
一
八
五
条
、
第
一
八
九
条
、
第
二
〇
三
条
及

び
第
二
〇
六
条
関
係
）

二

防
衛
省
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の

一
部
改
正
関
係

１

防
衛
省
の
職
員
に
支
給
さ
れ
る
特
殊
勤
務
手
当
に

関
し
、
小
笠
原
手
当
の
支
給
期
間
を
延
長
す
る
こ
と

と
し
た
。（
附
則
第
三
項
関
係
）

２

装
備
施
設
本
部
調
査
研
究
室
を
廃
止
す
る
こ
と
に

伴
い
、
俸
給
の
特
別
調
整
額
の
対
象
官
職
に
つ
い
て

改
め
る
こ
と
と
し
た
。（
別
表
第
三
関
係
）

３

そ
の
他
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
こ
と
と
し

た
。

三

施
行
期
日
等

１

研
究
開
発
シ
ス
テ
ム
の
改
革
の
推
進
等
に
よ
る
研

究
開
発
能
力
の
強
化
及
び
研
究
開
発
等
の
効
率
的
推

進
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
に
つ
い
て
、
所
要
の
規

定
の
整
備
を
行
う
こ
と
と
し
た
。（
附
則
第
二
項
関

係
）

２

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
こ
と
と
し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構
法
施
行
令
の
一
部
を
改

正
す
る
政
令
（
政
令
第
一
一
一
号
）（
厚
生
労
働
省
）

１

独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構
が
行
う
資
金
の
貸
付

事
業
の
対
象
と
な
る
施
設
と
し
て
、
児
童
福
祉
法
第
五

九
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
施
設
で
あ
っ
て
厚
生
労

働
大
臣
の
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
を
追
加
す
る

こ
と
と
し
た
。（
第
一
条
関
係
）

２

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
こ
と
と
し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
国
民
年
金
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
政

令
第
一
一
二
号
）（
厚
生
労
働
省
）

一

国
民
年
金
法
施
行
令
の
一
部
改
正
関
係

平
成
二
六
年
度
に
お
け
る
国
民
年
金
の
保
険
料
の
追

納
に
関
す
る
加
算
率
を
改
定
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一

〇
条
及
び
第
一
四
条
の
九
関
係
）

二

国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に

伴
う
経
過
措
置
に
関
す
る
政
令
の
一
部
改
正
関
係

平
成
二
六
年
度
に
お
け
る
国
民
年
金
法
に
よ
る
特
別

一
時
金
等
の
額
を
改
定
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
五
二

条
、
第
九
四
条
、第
一
一
七
条
及
び
第
一
三
六
条
関
係
）

三

平
成
十
六
年
度
、
平
成
十
七
年
度
、
平
成
十
九
年
度

及
び
平
成
二
十
年
度
の
国
民
年
金
制
度
及
び
厚
生
年
金

保
険
制
度
並
び
に
国
家
公
務
員
共
済
組
合
制
度
の
改
正

に
伴
う
厚
生
労
働
省
関
係
法
令
に
関
す
る
経
過
措
置
に

関
す
る
政
令
の
一
部
改
正
関
係

平
成
二
六
年
四
月
以
降
の
月
分
の
国
民
年
金
法
に
よ

る
年
金
た
る
給
付
等
の
額
の
計
算
に
関
す
る
経
過
措
置

の
読
替
え
等
に
つ
い
て
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
こ

と
と
し
た
。（
第
一
条
、
第
二
条
、
第
四
条
〜
第
七
条
、

第
一
一
条
〜
第
一
三
条
及
び
第
二
〇
条
関
係
）
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